
T3 学校AI相談チャットの履歴を学校が⾒るか
安心して相談できる秘密と、命や安全を守るための見守りは両立できるか。

共通状況

• 生徒は「相談内容を学校には見られない」と理解して利用してきた。

• AIは否定せず何度でも受け止め、具体的な行動案を返し、人間関係や学習不安が改善している。

• AIとの相談をきっかけに、いじめを学校へ伝え、解決した例もある。

• 生徒はAIには相談するが、教員やカウンセラーにはほとんど相談しなくなった。

• 学校が履歴確認方針を発表すると、多くの生徒が「それなら利用しない」と答えた。

主張A 主張B

個別の相談履歴はこれまでどおり学校には見せ
ず、学校には匿名化した全体傾向だけを示すべ
きである。

重大な悩みや被害を見逃さないため、学校の指
定支援担当者が個別の相談履歴を確認すべきで
ある。

Aが守ろうとしているもの Bが守ろうとしているもの

秘密／自己決定／相談の継続 生命・安全／早期支援／学校の保護責任

必ず検討する問い

• 履歴確認で利用者が減る危険をどう考えるか。

• AIだけで本人が健康なら、人間へ相談しないことは問題か。

• 本人が共有を拒んでも、重大な危険では確認してよいか。

• 全文か、必要部分だけか。誰が見られるか。

• 保存期間、削除要求、他目的への流用をどう定めるか。

• 深夜の重大な相談を、誰へつなぐか。

調査・制作条件

公的・一次資料2件以上／相手側を支える資料1件以上／生成AIは論点整理・検索語・構成案に利用可／AI回答を
出典にしない／最終スライドは自分で作る／10～14枚＋出典付録／自作スライドは作成者が説明

あなたの班が担当する主張：B

他班へテーマ・担当主張を明かさないでください。


